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観察ポイント 

河原の自然観察

酒匂川は、堤防に囲まれた広い河原を持っています。栢山から飯
しゅ すい ぜき

泉取水堰までは小石の多い河原で、それより下流は砂混じりの河原
です。そこでは多くの自然が観察できます。

酒匂川の河原
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河原の自然観察マップ
小田急「栢山駅」から東に行くと酒匂川です。河原におりて、石
や植物、虫、鳥などをゆっくり観察しましょう。

行き方 小田急「栢山駅」下車・乗車
注 意 流れの速いところには入らないようにしましょう。

河原の植物
河原の植物は大きく三つに分けることができます。第一は水中ま

しっ ち

たは水辺、湿地を好んで生えるもの、第二は砂や小石が続く高温、
かんそう

乾燥のはげしい所に生えるもの、そして第三は、大雨で増水しても
めったに流されない安定した所に育つ植物です。これらの他に流れ
ついた植物、帰化植物の進出も見ることができます。

ヒエガエリ （５月）
小田原の各所の川べりや用水
路の土手などによく見かけます。
アシを小さくした姿です。

つ

ヤナギの類は、河原に春を告げ
てくれます。酒匂川には７種類の
ヤナギが生育しています。イヌコ
リヤナギ、タチヤナギ、オノエヤ
ナギ、その他ナガバカワヤナギ、
シダレヤナギ、コゴメヤナギ、ウ
ンリュウヤナギがあります。それ

とく

ぞれ葉や花のつくり、茎などの特
ちょう

徴をもとに見分けることができま
す。

イヌコリヤナギ

タチヤナギ

オノエヤナギ
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クズ （９月）
茎（ツル）は長く伸び、10ｍ
以上にもなります。秋の七草の
一つです。

カワラケツメイ （８月）
茎や葉をお茶の代用として使
っていました。葉は、ネムノキ
の葉に似ています。

ノイバラ （５月）
いた

河原でトゲが痛くてやっかい
な植物ですが、花の頃の小さな
白いバラの花は見事です。

アレチウリ （９月）
とげとげした実をつけて、一
面に広がる様子が最近目につく
ようになりました。
ネナシカズラ （10月）
全体に葉緑素はなく、つるか
ら寄生根を出して寄生した植物
からその養分を取ります。

キショウブ （５月）

ビロードモウズイカ （８月）
全体に白い毛を密生させ、ビ
ロードのようで、大きいものは
せ たけ
背丈が２
　最近増えてきた帰化植物です。

近くになります。

マメグンバイナズナ （５月）
ぐん ぱい

実の形が軍配のような形をし
ているので、この名があります。
小田原では、よく見かける帰
化植物です。

ツルマメ （９月）
茎は他のものにからみつき、
細く長く伸びます。紅紫色の小
さい花を咲かせます。まれに白
花も見られます。

　水田などによく生息しています。
ショウブはショウブ科の植物で花
は目立ちませんが、アヤメの仲間
で花は黄色で目立ちます。
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カワラナデシコ （７月）
あざ

鮮やかな色でよく目立ちます。全
体のイメージはカーネーションに似
ています。白花は、珍らしいもので
す。秋の七草のーつです。

ミソハギ （５月）
湿った所に生育し、お盆の頃
咲くので「ボンバナ」ともいい
ます。

ムシトリナデシコ （５月）
そ

河原をピンクに染めるほどた
みつ

くさん咲き、虫が蜜を吸いにや
ねば

ってきます。茎に粘り気があり
ますが虫はつかまえません。

メドハギ （５月）
河原にすうっと立った姿は目
立ちます。夏に小さいうす黄色
の花をつけます。

カワラハハコ （９月）
茎や葉が白い毛でおおわれて
います。花はハハコグサ（ホウ
コグサ）に似ています。

クコ （10月）
花はナスに似て、
秋になると赤い実を
つけます。薬草とし
て用います。

イヌドクサ（５月） （９月）
トクサやスギナに
似ています。茎の先
端にツクシ状の穂を
つけます。

カワラヨモギ （９月）
若葉と生育した時の様子の違

おどろ

いに驚きます。若葉は銀白色で
フサフサしています。

花はきれいですが、
実は服にベタベタく
っつきます。急に増
えてきました。

アレチヌスビトハギ
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コガマ （８月）
水の多い所でよく

きゅう こう でん

見かけます。休耕田
しん にゅう

などに侵入してきま
す。

マコモ （９月）
せ

葉は長く幅広で背
たけ

丈が１ｍにもなる大
型イネ科の植物です。

オギ （10月）
ススキに似ていま
すが河原で見られる

しっ ち

のはオギです。湿地
や水辺を好みます。

アシ （９月）
アシは「悪し」に
つながるのでヨシと
いうこともあります。

ススキ （10月）
オギに似ています
が株立ちするので、
区別できます。別名
オバナ（尾花）で、秋
の七草の一つです。

ツルヨシ （10月）
アシと似ています。
茎の下部は地面をは
い、つるになります。

マツヨイグサ（６月）
マツヨイグサの仲間はあざやかな黄色の花をつけ、甘いにお

が

いで蛾を誘います。夕方開き翌朝にはしぼみ、花びらが赤く変
わるものもあります。マツヨイグサを押しのけ今や世界中に広
がる雑草の王様がアレチマツヨイグサです。さやの中の種の多
さに驚きます。

セイタカアワダチソウ（10月）
だい ぐん らく

大群落をつくり、黄
金色の花を咲かせま
す。秋の風物詩です。

コマツヨイグサ（５月）

アメリカセンダングサ（９月）
果実にトゲが２本
あって、動物や人の
衣服にくっつきます。

アレチマツヨイグサ（８月）

タコノアシ（９月）
花には花弁がなく、

きゅう ばん

タコの足の吸盤のよ
うです。
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オオイヌタデ （９月）
土手や河原等でよく見られ、
白い花を咲かせる株と、赤い花
を咲かせる株があります。

ウォーターレタス （９月）
ボタンウキクサとも呼ばれま
す。もとは園芸種で、栽培した
ものが増えて野生化したもので
す。熱帯原産です。

ツルフジバカマ （８月）
か すい

紅紫色の花穂をつけます。花
の色やつるの様子からこの名が
つけられました。

ミズハコベ （５月）
水田や川等に水につかった状
態で生育していますが、あまり多く
は見られません。葉はハコベに似て
いますが別の科の植物です。

ホテイアオイ （９月）
花は淡紫色で、葉の柄
がふくらみ浮き袋になる

ほ て い さ ま

様子は、布袋様のお腹に
似ています。熱帯原産の
帰化植物です。

クロモ （９月）
今ではオオカナダモ
やコカナダモにおされ
少なくなっています。
黒っぽく見えます。

オオフサモ （９月）
酒匂川の周辺の水路等に見ら

はん すい ちん

れる半水沈性の植物です。葉は
明るい緑で目立ちます。茎が水
面に浮いて広がっていきます。

オオカナダモ（９月）
アルゼンチン原産
の植物でアメリカか
ら輸入され日本全土
に広がりました。一
番多く見られます。

ササバモ （５月）
酒匂川の流れの中でよく見る
ことができます。葉の形がササ
のように波うっています。夏に

か すい

流れの上に花穂をつけ咲きます。

コカナダモ（11月）
実験用としてア
メリカ北部から輸
入され野生化した
ものです。
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サンカクイ （９月）
酒匂川の河口の湿地に生育し
ています。茎が三角形なのでこ
の名があります。

オオブタクサ （９月）
せ たけ

背丈が３ にもなります。花
きら

粉症の原因になるので嫌われて
はん しょく

いますが繁殖力が強く各地に広
がっています。

クレソン （５月）
とう じん

別名オランダガラシ、唐人ゼ
リともいいます。水辺の至る所
に広がってきて他種を圧倒して
きています。

イチョウウキゴケ （９月）
主に水面に浮き、まれに泥土
上にも生育します。葉がイチョ
ウに似ているので、この名があ
ります。コケの一種です。

河原の石

箱根山のローム層の鉱物

富士火山にはカンラ
ン石が多く含まれてい
ます。

箱根火山にはカンラ
ン石がほとんどなく、
キ石が多く含まれてい
ます。

箱根・富士火山とも
にチョウ石や磁鉄鉱が
多く観察できます。

ぎょうかい がん

じ てつ こう

磁鉄鉱
がん ぺん

岩片
しゃ ほう き せき

斜方輝石

たん しゃ き せき

単斜輝石
しゃ ちょう せき

斜長石

　酒匂川は、丹沢・足柄山地そして富士・箱根山の河川を集めて流
れています。したがって河原では、丹沢山地の大部分を作る凝灰岩
類や深成岩の石英閃緑岩（トーナル岩）、その周辺部に分布する変
成岩のホルンフェルスや結晶片岩などの礫が観察できます。また、
それに混じって箱根山の安山岩や富士山の玄武岩の礫もたくさん観
察することができます。早川は、箱根火山を流れるので外輪山・中
央火口丘の安山岩類や、箱根火山ができる前の早川凝灰角礫岩が観
察できます。
　おおまかにいうと、これらの川でごま塩の石を見つけたら石英閃
緑岩（トーナル岩）、黒っぽいのは玄武岩、灰色っぽくて白い長石
や緑黒色のキ石などがぽつぽつ見えるのは安山岩、緑色に見えるの
は凝灰岩類。縞模様の入っているのは結晶片岩。黒っぽくてつるつ
るしているのはホルンフェルスです。
　火山灰や軽石が積もってできたローム層の土を何度も洗って、残
った小さな粒を双眼実体顕微鏡などで見てみましょう。色々な鉱物
がたくさん観察できます。

るい しん せい がん へん

せい がん けっしょうへん がん れき

かく れき がん

しま　も　よう

せき えい せんりょくがん

そう がん じっ たい けん  び  きょう

— 56 —

河
原



サンカクイ （９月）
酒匂川の河口の湿地に生育し
ています。茎が三角形なのでこ
の名があります。

オオブタクサ （９月）
せ たけ

背丈が３ にもなります。花
きら

粉症の原因になるので嫌われて
はん しょく

いますが繁殖力が強く各地に広
がっています。

クレソン （５月）
とう じん

別名オランダガラシ、唐人ゼ
リともいいます。水辺の至る所
に広がってきて他種を圧倒して
きています。

イチョウウキゴケ （９月）
主に水面に浮き、まれに泥土
上にも生育します。葉がイチョ
ウに似ているので、この名があ
ります。コケの一種です。

河原の石

箱根山のローム層の鉱物

富士火山にはカンラ
ン石が多く含まれてい
ます。

箱根火山にはカンラ
ン石がほとんどなく、
キ石が多く含まれてい
ます。

箱根・富士火山とも
にチョウ石や磁鉄鉱が
多く観察できます。

ぎょうかい がん

じ てつ こう

磁鉄鉱
がん ぺん

岩片
しゃ ほう き せき

斜方輝石

たん しゃ き せき

単斜輝石
しゃ ちょう せき

斜長石

　酒匂川は、丹沢・足柄山地そして富士・箱根山の河川を集めて流
れています。したがって河原では、丹沢山地の大部分を作る凝灰岩
類や深成岩の石英閃緑岩（トーナル岩）、その周辺部に分布する変
成岩のホルンフェルスや結晶片岩などの礫が観察できます。また、
それに混じって箱根山の安山岩や富士山の玄武岩の礫もたくさん観
察することができます。早川は、箱根火山を流れるので外輪山・中
央火口丘の安山岩類や、箱根火山ができる前の早川凝灰角礫岩が観
察できます。
　おおまかにいうと、これらの川でごま塩の石を見つけたら石英閃
緑岩（トーナル岩）、黒っぽいのは玄武岩、灰色っぽくて白い長石
や緑黒色のキ石などがぽつぽつ見えるのは安山岩、緑色に見えるの
は凝灰岩類。縞模様の入っているのは結晶片岩。黒っぽくてつるつ
るしているのはホルンフェルスです。
　火山灰や軽石が積もってできたローム層の土を何度も洗って、残
った小さな粒を双眼実体顕微鏡などで見てみましょう。色々な鉱物
がたくさん観察できます。

るい しん せい がん へん

せい がん けっしょうへん がん れき

かく れき がん

しま　も　よう

せき えい せんりょくがん

そう がん じっ たい けん  び  きょう
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せきえいせんりょくがん

石英閃緑岩（トーナル岩）

あんざんがん

安山岩

げん ぶ がん

玄武岩

れきがん

礫岩

たんざくじょう

白い結晶（チョウ石）と短冊状の黒
い結晶（カクセン石）がごま塩状に見
えるのが特徴です。マグマが丹沢の地
下深くでゆっくりと冷えて固まってで
きた深成岩です。石英閃緑岩は足柄山
地の矢倉岳で見られます。＜丹沢山地
の石＞

灰色っぽい色をしています。箱根火
山の多くがこの岩石です。マグマが地
表で急激に冷やされてできた火山岩で

せ っ き

細かい結晶の部分（石基）と地下で早
はんしょう

めにできたやや大きめの結晶（斑晶）
はんじょうそしき

が入った斑状組織をしています。斑晶
のうち黒っぽいのはキ石、白いのはチ
ョウ石です。＜箱根火山の石＞

黒っぽい色をしています。たくさん
の穴があいているものもあります。流
れやすい溶岩が地表で急に冷やされ固
まった火山岩で斑状組織をしています。
穴はその時にガスが抜け出てきたもの
です。斑晶にはアメ色のカンラン石が
見られます。富士火山はほとんどがこ
の岩石です。＜富士山の石＞

堆積岩の仲間で、大きさが２ 以上
がんぺん

の岩片が集まって固まったものです。
酒匂川を流れて来るものはおもに足柄
層群のものですが、削られやすいため
下流ではあまり見られません。＜足柄
山地の石＞

ぎょうかいがん

凝灰岩

ぎょうかいかくれきがん

凝灰角礫岩

ホルンフェルス

けっしょうへんが ん

結晶片岩

　火山灰が堆積して固まった堆積岩の
一つです。丹沢山地のものは海底の火
山活動で噴出した火山灰が堆積したた
め、全体的に緑色がかっているのが特
徴です。＜丹沢山地の石＞

　火山灰に大きさが32㎜以上の軽石や
火山岩片が混じっている堆積岩で、こ
れらを盛んに噴出している火口の近く
で堆積したことがうかがえます。酒匂
川でみられるのは丹沢山地のもので、
緑色をしています。＜丹沢山地の石＞

　堆積岩のうち、泥岩や砂岩が主に熱
によって変化してできた変成岩です。
黒っぽく粒がちみつでかたい岩石で、
割れ口が鋭くとがるのでホルン（角）の
名が付いています。＜丹沢山地の石＞

　地下で強い圧力を受けて変成した岩
石です。結晶が一定方向にならんで見
えます。丹沢山地には緑色片岩、カク
セン岩と呼ばれる結晶片岩の仲間が見
られます。＜丹沢山地の石＞
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せきえいせんりょくがん

石英閃緑岩（トーナル岩）

あんざんがん

安山岩

げん ぶ がん

玄武岩

れきがん

礫岩

たんざくじょう

白い結晶（チョウ石）と短冊状の黒
い結晶（カクセン石）がごま塩状に見
えるのが特徴です。マグマが丹沢の地
下深くでゆっくりと冷えて固まってで
きた深成岩です。石英閃緑岩は足柄山
地の矢倉岳で見られます。＜丹沢山地
の石＞

灰色っぽい色をしています。箱根火
山の多くがこの岩石です。マグマが地
表で急激に冷やされてできた火山岩で

せ っ き

細かい結晶の部分（石基）と地下で早
はんしょう

めにできたやや大きめの結晶（斑晶）
はんじょうそしき

が入った斑状組織をしています。斑晶
のうち黒っぽいのはキ石、白いのはチ
ョウ石です。＜箱根火山の石＞

黒っぽい色をしています。たくさん
の穴があいているものもあります。流
れやすい溶岩が地表で急に冷やされ固
まった火山岩で斑状組織をしています。
穴はその時にガスが抜け出てきたもの
です。斑晶にはアメ色のカンラン石が
見られます。富士火山はほとんどがこ
の岩石です。＜富士山の石＞

堆積岩の仲間で、大きさが２ 以上
がんぺん

の岩片が集まって固まったものです。
酒匂川を流れて来るものはおもに足柄
層群のものですが、削られやすいため
下流ではあまり見られません。＜足柄
山地の石＞

ぎょうかいがん

凝灰岩

ぎょうかいかくれきがん

凝灰角礫岩

ホルンフェルス

けっしょうへんが ん

結晶片岩

　火山灰が堆積して固まった堆積岩の
一つです。丹沢山地のものは海底の火
山活動で噴出した火山灰が堆積したた
め、全体的に緑色がかっているのが特
徴です。＜丹沢山地の石＞

　火山灰に大きさが32㎜以上の軽石や
火山岩片が混じっている堆積岩で、こ
れらを盛んに噴出している火口の近く
で堆積したことがうかがえます。酒匂
川でみられるのは丹沢山地のもので、
緑色をしています。＜丹沢山地の石＞

　堆積岩のうち、泥岩や砂岩が主に熱
によって変化してできた変成岩です。
黒っぽく粒がちみつでかたい岩石で、
割れ口が鋭くとがるのでホルン（角）の
名が付いています。＜丹沢山地の石＞

　地下で強い圧力を受けて変成した岩
石です。結晶が一定方向にならんで見
えます。丹沢山地には緑色片岩、カク
セン岩と呼ばれる結晶片岩の仲間が見
られます。＜丹沢山地の石＞
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＊ 石の名前を調べよう（酒匂川の河原のおもな石） ＊

参考 火山岩：地下のマグマが噴出して急に冷えて固まった岩石
深成岩：地下のマグマが地下でゆっくり冷えて固まった岩石
堆積岩：土砂や火山灰などが積み重なってできた岩石
変成岩：マグマの熱や圧力で性質の変わった岩石

＜スタート＞

かたさ こまかくて見えない

われない
ハ
ン
マ

な
し
で

われる 泥岩
（足柄山地の堆積岩）

・しまもよう

・うすくはがれる
砂のかたまり

粒の大きさ 砂岩
（足柄山地の堆積岩）

ある
はがれる ない 小石のかたまり

はがれない
結晶片岩

（丹沢山地の広域変成岩）
礫岩

（足柄山地の堆積岩）粒の大きさ

（粒がとくに大きい）大きい（角ばる）

凝灰角礫岩
（丹沢山地の堆積岩）

小さい 緑っぽい

色 白っぽい （ごま塩もよう）
せきえいせんりょくがん

黒っぽい（穴があいている）

色 石英閃緑岩（トーナル岩）
（丹沢山地の深成岩）

玄武岩
（主に富士山の火山岩）

黒っぽい

灰色っぽい（白や黒の角ばった粒）

ハンレイ岩
（丹沢山地の深成岩）

安山岩
（主に箱根山の火山岩） 黒っぽい 緑っぽい

（つやがあってかたい）

ホルンフェルス
（丹沢山地の変成岩）

凝灰岩類
（丹沢山地の堆積岩）
河原で一番多い

でい がん

さ　がん

れき がん

ぎょうかい かく れき がん

けっしょう へん がん

げん　ぶ　がん

あん ざん がん

ぎょうかい がん

河原の虫

トノサマバッタ （緑色型）
河原の代表的なバッタ。近づくと大きく羽ばたいて逃げます。

色彩は変化が多く、まれに大発生し、農作物に害を与えます。

オンブバッタ
メスの上にオスがおんぶして
います。

イオウイロハシリグモ
草や低木の葉の上で、すばや
え もの

く獲物をつかまえます。

トノサマバッタ （茶色型）

セスジツユムシ
高い草の上でチチチ・ジーチ
ョジーチョと鳴きます。

ネコハエトリグモ
常緑の葉の上でよく見かけま

え もの

す。ハエなどの獲物に、とびか
かってとらえます。
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＊ 石の名前を調べよう（酒匂川の河原のおもな石） ＊

参考 火山岩：地下のマグマが噴出して急に冷えて固まった岩石
深成岩：地下のマグマが地下でゆっくり冷えて固まった岩石
堆積岩：土砂や火山灰などが積み重なってできた岩石
変成岩：マグマの熱や圧力で性質の変わった岩石

＜スタート＞

かたさ こまかくて見えない

われない
ハ
ン
マ

な
し
で

われる 泥岩
（足柄山地の堆積岩）

・しまもよう

・うすくはがれる
砂のかたまり

粒の大きさ 砂岩
（足柄山地の堆積岩）

ある
はがれる ない 小石のかたまり

はがれない
結晶片岩

（丹沢山地の広域変成岩）
礫岩

（足柄山地の堆積岩）粒の大きさ

（粒がとくに大きい）大きい（角ばる）

凝灰角礫岩
（丹沢山地の堆積岩）

小さい 緑っぽい

色 白っぽい （ごま塩もよう）
せきえいせんりょくがん

黒っぽい（穴があいている）

色 石英閃緑岩（トーナル岩）
（丹沢山地の深成岩）

玄武岩
（主に富士山の火山岩）

黒っぽい

灰色っぽい（白や黒の角ばった粒）

ハンレイ岩
（丹沢山地の深成岩）

安山岩
（主に箱根山の火山岩） 黒っぽい 緑っぽい

（つやがあってかたい）

ホルンフェルス
（丹沢山地の変成岩）

凝灰岩類
（丹沢山地の堆積岩）
河原で一番多い

でい がん

さ　がん

れき がん

ぎょうかい かく れき がん

けっしょう へん がん

げん　ぶ　がん

あん ざん がん

ぎょうかい がん

河原の虫

トノサマバッタ （緑色型）
河原の代表的なバッタ。近づくと大きく羽ばたいて逃げます。
色彩は変化が多く、まれに大発生し、農作物に害を与えます。

オンブバッタ
メスの上にオスがおんぶして
います。

イオウイロハシリグモ
草や低木の葉の上で、すばや
え もの

く獲物をつかまえます。

トノサマバッタ （茶色型）

セスジツユムシ
高い草の上でチチチ・ジーチ
ョジーチョと鳴きます。

ネコハエトリグモ
常緑の葉の上でよく見かけま

え もの

す。ハエなどの獲物に、とびか
かってとらえます。
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カバキコマチグモ
ススキやアシの葉を丸めて巣

いた

を作ります。かまれると痛い。

ウラナミシジミ（表）
羽を半開きにして止まっている様子をよく見かけます。幼虫は
マメ科の植物を食べて育ちます。

アオモンイトトンボ
河原の草に止まっていること
が多いです。

ササグモ
草の間を素早く動きまわります。
ジャンプすることもあります。

ウラナミシジミ（裏）

ま ち が

アジアイトトンボと間違えや
すいのですが、見分け方は図の
とおりです。

すがた

姿形は、似ていますが、小
田原では、河原に住んでいるの

さが

で、探してみましょう。

▲アジアイトトンボ
▼アオモンイトトンボ

ノグチアオゴミムシ
河原の石の下などにいます。
小さな虫などを食べます。

ヒシバッタ
小さなバッタですが、よく
とびはねます。体を上から見
ると、ひし形をしています。

スナゴミムシダマシの仲間
河原などの石の下や落ち葉
の下などにいます。くさった
植物を食べます。

ウズラカメムシ
じっとしていると豆のよう
なかわいい虫です。イネ科の
草の穂によくいます。

アオバアリガタハネカクシ
短い前羽の下に長い後ろ羽を折

りたたんでしまってあります。強く握
るとひふが赤くはれる液を出します。

エダヒゲナガハナノミ
水辺の草の葉の上にいるこ
とが多く、くしのような触角
が特徴です。
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カバキコマチグモ
ススキやアシの葉を丸めて巣

いた

を作ります。かまれると痛い。

ウラナミシジミ（表）
羽を半開きにして止まっている様子をよく見かけます。幼虫は
マメ科の植物を食べて育ちます。

アオモンイトトンボ
河原の草に止まっていること
が多いです。

ササグモ
草の間を素早く動きまわります。
ジャンプすることもあります。

ウラナミシジミ（裏）

ま ち が

アジアイトトンボと間違えや
すいのですが、見分け方は図の
とおりです。

すがた

姿形は、似ていますが、小
田原では、河原に住んでいるの

さが

で、探してみましょう。

▲アジアイトトンボ
▼アオモンイトトンボ

ノグチアオゴミムシ
河原の石の下などにいます。
小さな虫などを食べます。

ヒシバッタ
小さなバッタですが、よく
とびはねます。体を上から見
ると、ひし形をしています。

スナゴミムシダマシの仲間
河原などの石の下や落ち葉
の下などにいます。くさった
植物を食べます。

ウズラカメムシ
じっとしていると豆のよう
なかわいい虫です。イネ科の
草の穂によくいます。

アオバアリガタハネカクシ
短い前羽の下に長い後ろ羽を折

りたたんでしまってあります。強く握
るとひふが赤くはれる液を出します。

エダヒゲナガハナノミ
水辺の草の葉の上にいるこ
とが多く、くしのような触角
が特徴です。
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河原の鳥
えさ

川の中の小魚を餌にするカワセミや、水際の石についた水生昆虫
さが

などを餌にしているセキレイの仲間、岸辺を歩き回って餌を捜すシ
なか す

ギやチドリの仲間、中州や岸のアシ原などで主に生活をするオオヨ
シキリ、さらにススキやチガヤの草原ではセッカが見られます。

カワセミ ＜留鳥＞

くちばし と

イソシギ ＜留鳥＞

つばさ ふる

しり

イカルチドリ ＜留鳥＞

あし

くちばし

　背中はコバルトブルーでお腹は
オレンジ色。水中に飛び込み、長
い嘴で魚を捕らえます。ツィーと
強く鳴いて一直線に水面すれすれ
を飛んでいきます。嘴の下が赤い
のがメス、黒いのがオスです。

　河原でもっとも多く見られるシ
ギ。背中は薄茶色で胸から腹が白
く肩の所も白いです。ピピピピピ
と速く鳴きながら翼を震わすよう
にし、水面すれすれに飛びます。
お尻を上下に動かして歩きます。

　河原の石と同じような目立たな
い色をしています。首の周りの黒
帯は幅が広く、コチドリより脚や
嘴が長めです。ピュイッ、ピュイ
ッと歯切れよく鳴きます。河原に
生息し、コチドリのように畑に現
れることはあまりありません。

コチドリ ＜夏鳥＞
イカルチドリよりもひと回り小
さく、目の周りの黄色い輪が目立
ちます。ピォッピォッ、ビューッ
ビューッと鳴いたりします。砂地
や荒地を好み、そこにくぼみを作

か

って、小石や枯れ草を使うだけの
簡単な巣を作ります。

コサギ ＜留鳥＞
白いサギの中で一番小さなサギ

しあしばちく

です。嘴は一年中黒く、脚の指は
はんしょく き

黄色。繁殖期になると頭の後ろに
かん う

２本の長い冠羽が生えてきます。
餌をとるときは脚で水の中をかき

と

混ぜて、出てきた魚を捕らえます。

キアシシギ ＜旅鳥＞
全身灰色で脚が黄色です。夏羽

しま

では胸に細かい縞模様が見られま
す。ピューイ、ピューイと大きな
声で鳴きながら水面の近くを飛ん
でいきます。岩の上でじっと休ん
でいる姿も見かけます。
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河原の鳥
えさ

川の中の小魚を餌にするカワセミや、水際の石についた水生昆虫
さが

などを餌にしているセキレイの仲間、岸辺を歩き回って餌を捜すシ
なか す

ギやチドリの仲間、中州や岸のアシ原などで主に生活をするオオヨ
シキリ、さらにススキやチガヤの草原ではセッカが見られます。

カワセミ ＜留鳥＞

くちばし と

イソシギ ＜留鳥＞

つばさ ふる

しり

イカルチドリ ＜留鳥＞

あし

くちばし

　背中はコバルトブルーでお腹は
オレンジ色。水中に飛び込み、長
い嘴で魚を捕らえます。ツィーと
強く鳴いて一直線に水面すれすれ
を飛んでいきます。嘴の下が赤い
のがメス、黒いのがオスです。

　河原でもっとも多く見られるシ
ギ。背中は薄茶色で胸から腹が白
く肩の所も白いです。ピピピピピ
と速く鳴きながら翼を震わすよう
にし、水面すれすれに飛びます。
お尻を上下に動かして歩きます。

　河原の石と同じような目立たな
い色をしています。首の周りの黒
帯は幅が広く、コチドリより脚や
嘴が長めです。ピュイッ、ピュイ
ッと歯切れよく鳴きます。河原に
生息し、コチドリのように畑に現
れることはあまりありません。

コチドリ ＜夏鳥＞
イカルチドリよりもひと回り小
さく、目の周りの黄色い輪が目立
ちます。ピォッピォッ、ビューッ
ビューッと鳴いたりします。砂地
や荒地を好み、そこにくぼみを作

か

って、小石や枯れ草を使うだけの
簡単な巣を作ります。

コサギ ＜留鳥＞
白いサギの中で一番小さなサギ

しあしばちく

です。嘴は一年中黒く、脚の指は
はんしょく き

黄色。繁殖期になると頭の後ろに
かん う

２本の長い冠羽が生えてきます。
餌をとるときは脚で水の中をかき

と

混ぜて、出てきた魚を捕らえます。

キアシシギ ＜旅鳥＞
全身灰色で脚が黄色です。夏羽

しま

では胸に細かい縞模様が見られま
す。ピューイ、ピューイと大きな
声で鳴きながら水面の近くを飛ん
でいきます。岩の上でじっと休ん
でいる姿も見かけます。

— 65 —

河
原



キセキレイ ＜留鳥＞
尾が長く、お腹の黄色いスマー

しり

トな鳥です。いつもお尻を上下に
動かしています。チチン、チチン
と強く鳴きながら飛びます。水の
きれいな川の上流でよく見かけま
す。

セグロセキレイ ＜留鳥＞
頭から尾にかけて黒く、顔の一

つばさ

部や腹・翼には白い部分がありま
にご

す。ジェッ、ジェッと濁った声で
鳴き、波形に飛びます。お尻を上
下に動かします。

ハクセキレイ ＜留鳥＞
セグロセキレイに似ていますが
頭から尾にかけては灰色で、顔も
目を通る線だけが黒です。チチッ、

にご

チチッと濁らずに鳴き、冬には集
ねぐら

団で塒をとります。川から離れた
内陸部でも見られます。

タヒバリ ＜冬鳥＞

オオヨシキリ ＜夏鳥＞
あわ くちばし

セッカ ＜留鳥＞
はん

　背中が茶色く、胸から腹にかけ
てしま模様があります。キセキレ
イやハクセキレイほど尾は長くあ
りませんが、セキレイの仲間なの
でお尻を上下に動かします。ピィ
ッ、ピィッと鳴きます。田んぼで
餌を捜す姿も見られます。

　全身淡いオリーブ色で嘴は細く
長いです。アシ原やその周囲の木
で見られ、アシにつく昆虫やクモ
を食べます。ギョギョシ、ギョギ
ョシ、ゲゲゲゲと複雑に鳴き、口
の中の赤い色が目立ちます。

　薄茶色で背中に黒い斑があり、
ヒッヒッヒッと鳴きながら上昇し
チャッチャッチャッと鳴きながら
降りてきます。これは、オスがな
わばりを宣言しているのです。そ
して、なわばりの中のチガヤなど
にクモの糸などで巣を作ります。
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キセキレイ ＜留鳥＞
尾が長く、お腹の黄色いスマー

しり

トな鳥です。いつもお尻を上下に
動かしています。チチン、チチン
と強く鳴きながら飛びます。水の
きれいな川の上流でよく見かけま
す。

セグロセキレイ ＜留鳥＞
頭から尾にかけて黒く、顔の一

つばさ

部や腹・翼には白い部分がありま
にご

す。ジェッ、ジェッと濁った声で
鳴き、波形に飛びます。お尻を上
下に動かします。

ハクセキレイ ＜留鳥＞
セグロセキレイに似ていますが
頭から尾にかけては灰色で、顔も
目を通る線だけが黒です。チチッ、

にご

チチッと濁らずに鳴き、冬には集
ねぐら

団で塒をとります。川から離れた
内陸部でも見られます。

タヒバリ ＜冬鳥＞

オオヨシキリ ＜夏鳥＞
あわ くちばし

セッカ ＜留鳥＞
はん

　背中が茶色く、胸から腹にかけ
てしま模様があります。キセキレ
イやハクセキレイほど尾は長くあ
りませんが、セキレイの仲間なの
でお尻を上下に動かします。ピィ
ッ、ピィッと鳴きます。田んぼで
餌を捜す姿も見られます。

　全身淡いオリーブ色で嘴は細く
長いです。アシ原やその周囲の木
で見られ、アシにつく昆虫やクモ
を食べます。ギョギョシ、ギョギ
ョシ、ゲゲゲゲと複雑に鳴き、口
の中の赤い色が目立ちます。

　薄茶色で背中に黒い斑があり、
ヒッヒッヒッと鳴きながら上昇し
チャッチャッチャッと鳴きながら
降りてきます。これは、オスがな
わばりを宣言しているのです。そ
して、なわばりの中のチガヤなど
にクモの糸などで巣を作ります。
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ハシボソガラス ＜留鳥＞
くちばし

ハシブトガラスより小さく嘴も
にご

細め。ガァー、ガァーと濁った声
で鳴き、家族を中心に生活をする
グループもあります。電柱にも巣
を作り、人間社会とのかかわりも
大きいです。

オオジュリン ＜冬鳥＞
あまおおい

ヒバリ ＜留鳥＞

つ

たけ

　上面は茶色で雨覆は赤味があり、
下面にはたてじまがあります。河
原のアシ原でよく見かけます。雄
は目立つ草などにとまり、ゆっく
りした声でさえずります。夏は北
海道などに渡り、オスは頭が黒く
なります。

　スズメのような色をしています
が、頭の後ろの羽が長く、緊張す
ると立てることもあります。春を
告げる身近な野鳥として親しまれ
ています。上空でさえずっていた
り、丈の低い開けた草地で見かけ
たりします。酒匂川の河原でよく
見られます。

双眼鏡の使い方 コラム

野鳥を観察する際、双眼鏡が
あると便利です。８倍程度の倍
率のものが使いやすく、あまり
重たくないものを選びましょう。
また、野鳥を見る前に、双眼鏡
の調節が必要です。

ピント合わせ
やや遠くの目標物を決め、ま
ず左眼でレンズをのぞきながら
ピントを合わせましょう。ピン
トは中央のリングを使って合わ
せます。

し ど

視度調節
右眼と左眼の視力が違う場合
があります。そのため、今度は

せつ がん

右眼で見ながら、接眼レンズに
ある視度調節リングを動かして、
ピントを合わせます。

幅合わせ
し や

　双眼鏡の左右を持って角度を
変え、両眼で見たときに視野が
丸く一つの円になるように調節
します。
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ハシボソガラス ＜留鳥＞
くちばし

ハシブトガラスより小さく嘴も
にご

細め。ガァー、ガァーと濁った声
で鳴き、家族を中心に生活をする
グループもあります。電柱にも巣
を作り、人間社会とのかかわりも
大きいです。

オオジュリン ＜冬鳥＞
あまおおい

ヒバリ ＜留鳥＞

つ

たけ

　上面は茶色で雨覆は赤味があり、
下面にはたてじまがあります。河
原のアシ原でよく見かけます。雄
は目立つ草などにとまり、ゆっく
りした声でさえずります。夏は北
海道などに渡り、オスは頭が黒く
なります。

　スズメのような色をしています
が、頭の後ろの羽が長く、緊張す
ると立てることもあります。春を
告げる身近な野鳥として親しまれ
ています。上空でさえずっていた
り、丈の低い開けた草地で見かけ
たりします。酒匂川の河原でよく
見られます。

双眼鏡の使い方 コラム

野鳥を観察する際、双眼鏡が
あると便利です。８倍程度の倍
率のものが使いやすく、あまり
重たくないものを選びましょう。
また、野鳥を見る前に、双眼鏡
の調節が必要です。

ピント合わせ
やや遠くの目標物を決め、ま
ず左眼でレンズをのぞきながら
ピントを合わせましょう。ピン
トは中央のリングを使って合わ
せます。

し ど

視度調節
右眼と左眼の視力が違う場合
があります。そのため、今度は

せつ がん

右眼で見ながら、接眼レンズに
ある視度調節リングを動かして、
ピントを合わせます。

幅合わせ
し や

　双眼鏡の左右を持って角度を
変え、両眼で見たときに視野が
丸く一つの円になるように調節
します。
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川の中の水生生物

早川の観察ポイント

小田原を流れる酒匂川や早川・久野川は、流れも速く、水もきれ
いなので、水中や川底の石の下などにはたくさんの生き物がいます。
どんな生き物が、どんな生活をしているのか観察しましょう。

久野川の観察地点

シマヨシノボリ
上流から河口まで広範囲に生
息していて、体色の変異が多い。

オイカワ
中流部の水路等に小さな群れ
を作って生活しています。

ヌマチチブ
中流部から河口部まで生息し、
藻類や水生昆虫を食べます。

ウグイ
川の中流部から河口部まで生
息し、かなり大きくなります。

ドジョウ
えさ

小川やたんぼに多く、餌を泥
ごと食べてしまいます。

メダカ（ミナミメダカ）
全長４㎝ほど。酒匂川水系の
農業用水路に生息地があります。

小田原市の魚（淡水魚）
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川の中の水生生物

早川の観察ポイント

小田原を流れる酒匂川や早川・久野川は、流れも速く、水もきれ
いなので、水中や川底の石の下などにはたくさんの生き物がいます。
どんな生き物が、どんな生活をしているのか観察しましょう。

久野川の観察地点

シマヨシノボリ
上流から河口まで広範囲に生
息していて、体色の変異が多い。

オイカワ
中流部の水路等に小さな群れ
を作って生活しています。

ヌマチチブ
中流部から河口部まで生息し、
藻類や水生昆虫を食べます。

ウグイ
川の中流部から河口部まで生
息し、かなり大きくなります。

ドジョウ
えさ

小川やたんぼに多く、餌を泥
ごと食べてしまいます。

メダカ（ミナミメダカ）
全長４㎝ほど。酒匂川水系の
農業用水路に生息地があります。

小田原市の魚（淡水魚）
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オオクラカケカワゲラの幼虫
上流部で生活する大型のカワ

つめ

ゲラでこの仲間は爪が２本です。

エルモンヒラタカゲロウの幼虫
ふく ぶ

体は平たく、腹部に大きなエ
ラがあって、尾は２本です。

ヒゲナガカワトビケラの幼虫
そ ざつ あみ

川底の石の間に、粗雑な巣と網
を作っています。（成虫はＰ184）

チラカゲロウの幼虫
普通に見られるカゲロウの仲
間で背中の白いすじが目印です。

シロタニガワカゲロウの幼虫
体は平たく、腹部のエラは小
さくて、尾は３本です。

ヒゲナガカワトビケラの網巣
　エサをひっかける網と、その下
の小石をつなげて作った巣です。

サワガニ（きれい） ヒラタドロムシの幼虫（ややきれい）
うら

石の裏についていて、成虫は
コガネ虫型で６月頃出現します。

ミズムシ（きたない）
しひょうしゅ

汚れた水域の指標種で、卵を
腹に抱いて保護します。

サカマキガイ（とてもきたない）
しょっかく

触角が細長く、貝殻の巻き方
が他の貝と反対です。

水の汚れ具合 指 標 生 物

きれい

ややきれい

とても
きたない

きたない

水質を判定しよう コラム

水生生物で川の水質が
はん てい

判定できます。
正しくは石についてい
そう るい

る藻類や化学的方法を使
はん

い、その総合的数値で判
てい

定されますが、水生生物
だけでも十分目安になる
ので、調べてみましょう。

サワガニ、カゲロウ類、カワ
ゲラ類、プラナリアなど
シロタニガワカゲロウ、シマト
ビケラ、ヒラタドロムシなど
ミズムシ、シマイシビル、フ
ナ、オイカワなど
ユスリカ、エラミミズ、サカ
マキガイなど

　純淡水産のカニで、一生を
川で生活します。
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オオクラカケカワゲラの幼虫
上流部で生活する大型のカワ

つめ

ゲラでこの仲間は爪が２本です。

エルモンヒラタカゲロウの幼虫
ふく ぶ

体は平たく、腹部に大きなエ
ラがあって、尾は２本です。

ヒゲナガカワトビケラの幼虫
そ ざつ あみ

川底の石の間に、粗雑な巣と網
を作っています。（成虫はＰ184）

チラカゲロウの幼虫
普通に見られるカゲロウの仲
間で背中の白いすじが目印です。

シロタニガワカゲロウの幼虫
体は平たく、腹部のエラは小
さくて、尾は３本です。

ヒゲナガカワトビケラの網巣
　エサをひっかける網と、その下
の小石をつなげて作った巣です。

サワガニ（きれい） ヒラタドロムシの幼虫（ややきれい）
うら

石の裏についていて、成虫は
コガネ虫型で６月頃出現します。

ミズムシ（きたない）
しひょうしゅ

汚れた水域の指標種で、卵を
腹に抱いて保護します。

サカマキガイ（とてもきたない）
しょっかく

触角が細長く、貝殻の巻き方
が他の貝と反対です。

水の汚れ具合 指 標 生 物

きれい

ややきれい

とても
きたない

きたない

水質を判定しよう コラム

水生生物で川の水質が
はん てい

判定できます。
正しくは石についてい
そう るい

る藻類や化学的方法を使
はん

い、その総合的数値で判
てい

定されますが、水生生物
だけでも十分目安になる
ので、調べてみましょう。

サワガニ、カゲロウ類、カワ
ゲラ類、プラナリアなど
シロタニガワカゲロウ、シマト
ビケラ、ヒラタドロムシなど
ミズムシ、シマイシビル、フ
ナ、オイカワなど
ユスリカ、エラミミズ、サカ
マキガイなど

　純淡水産のカニで、一生を
川で生活します。
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ミズカマキリ
小さな魚などを捕らえて、そ
の体液を吸い取ってしまいます。

ギンヤンマのヤゴ
トンボの幼虫のヤゴは肉食性
で、エサの豊富な所にいます。

アカテガニ
河口付近の湿った場所に住み、
赤いすべすべのハサミが特徴。

タイコウチ
呼吸管を使って水中に静止し、小魚

ほしょく

やオタマジャクシ等を捕食します。

ハグロトンボのヤゴ
細長い体をくねらせて泳ぎ、

び さい

３本の尾鰓で呼吸します。

ベンケイガニ
かりゅう かた

ハサミに顆粒があり、甲の肩
の部分に切れ込みがあります。

クロベンケイガニ
河口部の草地などに穴を掘っ
て住んでいます。

テナガエビ
酒匂川下流部の流れのゆるや

どろ ぞこ

かな泥底に生息しています。

アメリカザリガニ
1927年にアメリカから移入さ
れ、各地に広がった帰化種です。

オオヒライソガニ
南方に多く、関東では少数です。
酒匂川と早川で見られました。

ヌカエビ
酒匂川中流部の流れのゆるや
かな所に多い小型のエビです。

スッポン
カメの仲間は酒匂川に何種類
かいるようです。
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ミズカマキリ
小さな魚などを捕らえて、そ
の体液を吸い取ってしまいます。

ギンヤンマのヤゴ
トンボの幼虫のヤゴは肉食性
で、エサの豊富な所にいます。

アカテガニ
河口付近の湿った場所に住み、
赤いすべすべのハサミが特徴。

タイコウチ
呼吸管を使って水中に静止し、小魚

ほしょく

やオタマジャクシ等を捕食します。

ハグロトンボのヤゴ
細長い体をくねらせて泳ぎ、

び さい

３本の尾鰓で呼吸します。

ベンケイガニ
かりゅう かた

ハサミに顆粒があり、甲の肩
の部分に切れ込みがあります。

クロベンケイガニ
河口部の草地などに穴を掘っ
て住んでいます。

テナガエビ
酒匂川下流部の流れのゆるや

どろ ぞこ

かな泥底に生息しています。

アメリカザリガニ
1927年にアメリカから移入さ
れ、各地に広がった帰化種です。

オオヒライソガニ
南方に多く、関東では少数です。
酒匂川と早川で見られました。

ヌカエビ
酒匂川中流部の流れのゆるや
かな所に多い小型のエビです。

スッポン
カメの仲間は酒匂川に何種類
かいるようです。
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かんたんな植物の分類表 コラム

　植物の研究をするとき、もとになる分類表です。
よく観察し、自分の力で仲間わけをしてみましょう。

タンポポ
ヨモギ
ヒルガオ

ヤマザクラ
ヤブマメ
ナズナ

ススキ
カヤツリグサ
ヤマユリ

マツ
スギ
イチョウ

イヌワラビ

スギナ

ゼニゴケ

スギゴケ

ワカメ

アオノリ

合弁花植物
・花びらは合わ
さって１枚双子葉植物

・子葉２枚
・網状脈
・主根側根

被子植物
・子房が
ある

離弁花植物
・花びらは
分かれている

（
種
子
植
物
）

花
が
咲
く
植
物

単子葉植物
・子葉一枚 ・平行脈
・ひげ根

植

物

裸子植物
・子房はない

根茎葉の区別がある シダ植物

（
胞
子
で
ふ
え
る
）

花
が
咲
か
な
い
植
物

陸上 コケ植物
根・茎・葉の
区別がない

水中 ソウ類

ぜき

取水堰の鳥
酒匂川の飯泉取水堰は野鳥の宝庫です。ゆっくりと鳥を観察しに
行きましょう。

取水堰までの野鳥観察コース
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かんたんな植物の分類表 コラム

　植物の研究をするとき、もとになる分類表です。
よく観察し、自分の力で仲間わけをしてみましょう。

タンポポ
ヨモギ
ヒルガオ

ヤマザクラ
ヤブマメ
ナズナ

ススキ
カヤツリグサ
ヤマユリ

マツ
スギ
イチョウ

イヌワラビ

スギナ

ゼニゴケ

スギゴケ

ワカメ

アオノリ

合弁花植物
・花びらは合わ
さって１枚双子葉植物

・子葉２枚
・網状脈
・主根側根

被子植物
・子房が
ある

離弁花植物
・花びらは
分かれている

（
種
子
植
物
）

花
が
咲
く
植
物

単子葉植物
・子葉一枚 ・平行脈
・ひげ根

植

物

裸子植物
・子房はない

根茎葉の区別がある シダ植物

（
胞
子
で
ふ
え
る
）

花
が
咲
か
な
い
植
物

陸上 コケ植物
根・茎・葉の
区別がない

水中 ソウ類

ぜき

取水堰の鳥
酒匂川の飯泉取水堰は野鳥の宝庫です。ゆっくりと鳥を観察しに
行きましょう。

取水堰までの野鳥観察コース
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ぜき

飯泉取水堰のようす
くょしんはすかな

一年中水が豊富にあり、中洲には野鳥が繁殖できる環境がありま
す。また、周囲には、休息をしたり、エネルギーを補給できるよう
な場所や植物もあるので、ここでは生態系のバランスがうまく成り
立っています。そのために、１年を通して多くの野鳥を観察するこ
とができます。 アオサギ ＜留鳥＞

うす つばさ

ダイサギ ＜留鳥＞
白いサギのなかでは一番

あし

大きく、首や脚も長いです。
長い首がＳ字のように少し

くちばし

曲がっています。嘴は夏は
黒く冬は黄色。脚の指は黒
です。

ササゴイ ＜夏鳥＞

ぜき

取水堰は人工的に川をせき止めているので常に水が豊富にあり、
人間が近づくことができないので安心して鳥たちが休めます。また
なか す

中州以外にも水草やアシ原などもあり、上流から流されてくる植物
えさ

など餌になるものも多く、カモやカモメの仲間をはじめ、シギ・チ
もう きん るい

ドリ・サギの仲間、そしてトビなどの猛禽類も見ることができます。

　首は白っぽく長く、体は
薄い灰色。翼を広げると羽
の外側が黒く見え、グワァ
ーとかギャーと、きこえる
大きな声で鳴きます。高い
木の上に巣をつくります。

　ゴイサギよりも小さく細
い体で、頭の後ろに長い羽
があります。キュウとか
ピュウと鳴きながら飛び、
昼間でも盛んに餌をとりま
す。
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ぜき

飯泉取水堰のようす
くょしんはすかな

一年中水が豊富にあり、中洲には野鳥が繁殖できる環境がありま
す。また、周囲には、休息をしたり、エネルギーを補給できるよう
な場所や植物もあるので、ここでは生態系のバランスがうまく成り
立っています。そのために、１年を通して多くの野鳥を観察するこ
とができます。 アオサギ ＜留鳥＞

うす つばさ

ダイサギ ＜留鳥＞
白いサギのなかでは一番

あし

大きく、首や脚も長いです。
長い首がＳ字のように少し

くちばし

曲がっています。嘴は夏は
黒く冬は黄色。脚の指は黒
です。

ササゴイ ＜夏鳥＞

ぜき

取水堰は人工的に川をせき止めているので常に水が豊富にあり、
人間が近づくことができないので安心して鳥たちが休めます。また
なか す

中州以外にも水草やアシ原などもあり、上流から流されてくる植物
えさ

など餌になるものも多く、カモやカモメの仲間をはじめ、シギ・チ
もう きん るい

ドリ・サギの仲間、そしてトビなどの猛禽類も見ることができます。

　首は白っぽく長く、体は
薄い灰色。翼を広げると羽
の外側が黒く見え、グワァ
ーとかギャーと、きこえる
大きな声で鳴きます。高い
木の上に巣をつくります。

　ゴイサギよりも小さく細
い体で、頭の後ろに長い羽
があります。キュウとか
ピュウと鳴きながら飛び、
昼間でも盛んに餌をとりま
す。
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ゴイサギ ＜留鳥＞
ササゴイよりひと回り
大きく、成鳥には頭の後
ろに２本の白い羽があり
ます。夜行性なので、夜
空からグワァという大き
な声が聞こえます。

ようちょう

手前は幼鳥です。

ヒドリガモ ＜冬鳥＞
くり ひたい

首から上は栗色で額が
クリーム色。ピューウ、
ピューウとよく通る声で

ぜき

鳴きます。飯泉取水堰付
近は県下で有数のヒドリ
ガモの群れが観察できる
場所です。

カルガモ ＜留鳥＞
全身こげ茶色で顔が白

しり

っぽく見えます。お尻の
くちばし

近くの白い羽や、嘴の先
端の黄色が目立ちます。
夏には親子連れで泳いだ
り、餌を食べている姿を
見かけます。

マガモ ＜冬鳥＞
オスは頭全体が緑色で、
首に白い輪があります。

くちばし

飛んでいる時でも嘴の黄
色と尾の白がよく目立ち
ます。マガモやカルガモ
が近くを飛ぶと羽ばたく
音が聞こえます。

ハシビロガモ ＜冬鳥＞
くちばし

嘴は大きくて幅が広い
です。オスの頭は緑色で
胸の白が目立ちます。首
を伸ばして嘴を水面につ
け、ジャブジャブと、こ
し取るようにして餌をと
ります。

オカヨシガモ ＜冬鳥＞
オスの体は全体的に灰

くちばし

色で頭は茶色く嘴が黒い
です。一見地味な色なの
で他のカモのメスのよう

しり

に見えます。オスのお尻
近くの黒い羽が目立ちま
す。
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ゴイサギ ＜留鳥＞
ササゴイよりひと回り
大きく、成鳥には頭の後
ろに２本の白い羽があり
ます。夜行性なので、夜
空からグワァという大き
な声が聞こえます。

ようちょう

手前は幼鳥です。

ヒドリガモ ＜冬鳥＞
くり ひたい

首から上は栗色で額が
クリーム色。ピューウ、
ピューウとよく通る声で

ぜき

鳴きます。飯泉取水堰付
近は県下で有数のヒドリ
ガモの群れが観察できる
場所です。

カルガモ ＜留鳥＞
全身こげ茶色で顔が白

しり

っぽく見えます。お尻の
くちばし

近くの白い羽や、嘴の先
端の黄色が目立ちます。
夏には親子連れで泳いだ
り、餌を食べている姿を
見かけます。

マガモ ＜冬鳥＞
オスは頭全体が緑色で、
首に白い輪があります。

くちばし

飛んでいる時でも嘴の黄
色と尾の白がよく目立ち
ます。マガモやカルガモ
が近くを飛ぶと羽ばたく
音が聞こえます。

ハシビロガモ ＜冬鳥＞
くちばし

嘴は大きくて幅が広い
です。オスの頭は緑色で
胸の白が目立ちます。首
を伸ばして嘴を水面につ
け、ジャブジャブと、こ
し取るようにして餌をと
ります。

オカヨシガモ ＜冬鳥＞
オスの体は全体的に灰

くちばし

色で頭は茶色く嘴が黒い
です。一見地味な色なの
で他のカモのメスのよう

しり

に見えます。オスのお尻
近くの黒い羽が目立ちま
す。
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オナガガモ ＜冬鳥＞
名前の通り、尾の長い
カモです。首が長く、体
全体が大きく見えます。
首の前側が白く、目の後
ろ近くまで白い部分が続
いています。

コガモ ＜冬鳥＞
他のカモより小さく目
のまわりの緑色とその周
りの黄色が目立ちます。

しり

体の横の白い線とお尻の
近くの黄色い羽も目立ち
ます。

カワアイサ ＜冬鳥＞
緑色に光る黒い頭はオ
ス、茶色い頭はメスです。
エサを見つけると、水に
もぐ

潜って魚を捕らえます。
その際、細長いくちばし
が役に立ちます。

カワウ ＜留鳥＞
カモよりもくちばしや
首が長く、体全体も大き

もぐ

いです。水に潜って魚を
と

捕らえます。潜った後に
ぬさばつ

翼を広げて濡れた翼を乾
かしている姿もよく見ら
れます。

カンムリカイツブリ
＜冬鳥＞

くちばしと首が長く、
名前のとおり、頭には黒
いかんむりのような羽が
あります。川のほか、陸
地に近い海でも見られる
ことがあります。

カイツブリ ＜冬鳥＞
体全体が丸く、とても
小さいので、ふわっと水
に浮いているように見え

もぐ

ます。潜るのが上手で、
一度潜ると思いがけない
場所に出てきたりします。
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オナガガモ ＜冬鳥＞
名前の通り、尾の長い
カモです。首が長く、体
全体が大きく見えます。
首の前側が白く、目の後
ろ近くまで白い部分が続
いています。

コガモ ＜冬鳥＞
他のカモより小さく目
のまわりの緑色とその周
りの黄色が目立ちます。

しり

体の横の白い線とお尻の
近くの黄色い羽も目立ち
ます。

カワアイサ ＜冬鳥＞
緑色に光る黒い頭はオ
ス、茶色い頭はメスです。
エサを見つけると、水に
もぐ

潜って魚を捕らえます。
その際、細長いくちばし
が役に立ちます。

カワウ ＜留鳥＞
カモよりもくちばしや
首が長く、体全体も大き

もぐ

いです。水に潜って魚を
と

捕らえます。潜った後に
ぬさばつ

翼を広げて濡れた翼を乾
かしている姿もよく見ら
れます。

カンムリカイツブリ
＜冬鳥＞

くちばしと首が長く、
名前のとおり、頭には黒
いかんむりのような羽が
あります。川のほか、陸
地に近い海でも見られる
ことがあります。

カイツブリ ＜冬鳥＞
体全体が丸く、とても
小さいので、ふわっと水
に浮いているように見え

もぐ

ます。潜るのが上手で、
一度潜ると思いがけない
場所に出てきたりします。
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オオバン ＜冬鳥＞
くちばし ひたい

もぐ

バン ＜夏鳥＞
ひたい くちばし

かげ

ウミネコ ＜留鳥＞
ねこ
猫のようにミャーオと
鳴きます。背の灰色は濃

くちばし

く、黄色い嘴の先端は赤
と黒。成鳥で白い尾羽に
黒い帯が出るのはウミネ
コだけです。他のカモメ
達と違い、夏でも見るこ
とが出来ます。

　全身真っ黒で嘴と額が
白。酒匂川ではヒドリガ
モと競うように盛んに水
に潜って水草をとる姿や
陸上を歩く姿もよく見ら
れます。狩川にも多く見
られます。

　黒い体に赤い額と嘴の
先端の黄色がとても目立
ちます。警戒心が強く岸
沿いの草の陰などにいて
なかなか水面に姿を現す
ことはありません。

ユリカモメ ＜冬鳥＞
他のカモメの仲間に比
べると白くて小さいです。
くちばし あし

嘴と脚がオレンジ色で、
目の後ろに黒い部分もあ
ります。春、北へ帰る頃
には頭全体が真っ黒にな
ってきます。

オオセグロカモメ
＜冬鳥＞

つばさ

セグロカモメ ＜冬鳥＞
春と秋の渡りのシーズ
ンに多く見られる大型の

くちばし

くちばし

カモメです。嘴の先端下
はん つばさ

には赤い斑点があり、翼
うす

は薄い灰色をしています。
幼鳥は全身茶色っぽいで
す。

　嘴の先端下に赤い斑点
があります。セグロカモ
メとよく似ていますが、
セグロカモメよりも翼の
灰色が濃いです。小田原
では特に春と秋の渡りの
時期に多く見られます。
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オオバン ＜冬鳥＞
くちばし ひたい

もぐ

バン ＜夏鳥＞
ひたい くちばし

かげ

ウミネコ ＜留鳥＞
ねこ
猫のようにミャーオと
鳴きます。背の灰色は濃

くちばし

く、黄色い嘴の先端は赤
と黒。成鳥で白い尾羽に
黒い帯が出るのはウミネ
コだけです。他のカモメ
達と違い、夏でも見るこ
とが出来ます。

　全身真っ黒で嘴と額が
白。酒匂川ではヒドリガ
モと競うように盛んに水
に潜って水草をとる姿や
陸上を歩く姿もよく見ら
れます。狩川にも多く見
られます。

　黒い体に赤い額と嘴の
先端の黄色がとても目立
ちます。警戒心が強く岸
沿いの草の陰などにいて
なかなか水面に姿を現す
ことはありません。

ユリカモメ ＜冬鳥＞
他のカモメの仲間に比
べると白くて小さいです。
くちばし あし

嘴と脚がオレンジ色で、
目の後ろに黒い部分もあ
ります。春、北へ帰る頃
には頭全体が真っ黒にな
ってきます。

オオセグロカモメ
＜冬鳥＞

つばさ

セグロカモメ ＜冬鳥＞
春と秋の渡りのシーズ
ンに多く見られる大型の

くちばし

くちばし

カモメです。嘴の先端下
はん つばさ

には赤い斑点があり、翼
うす

は薄い灰色をしています。
幼鳥は全身茶色っぽいで
す。

　嘴の先端下に赤い斑点
があります。セグロカモ
メとよく似ていますが、
セグロカモメよりも翼の
灰色が濃いです。小田原
では特に春と秋の渡りの
時期に多く見られます。
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ハヤブサ ＜留鳥＞
しま

トビ ＜留鳥＞

ミサゴ ＜留鳥＞
つばさ

翼は濃い茶色で体の下
側の白が目立ちます。主

えさ

に魚を餌として食べます。
ねら

上空から狙いをつけて急
するど つめ と

降下し鋭い爪で魚を捕ら
え、魚をつかんだまま飛
び去ります。

　背中は黒っぽい灰色で、
腹には縞模様があります。
鉄塔の上などで休んでい
て、エサにねらいをつけ
ると、急降下して捕らえ
ます。その際のスピード
は時速400㎞近くにもな
ります。

　全身がこげ茶色の大き
いタカの仲間です。他の
タカと違い、尾を広げた
時に先端が丸くなりませ
ん。ピーヒョロヒョロヒ
ョロと鳴きます。なんで
も食べる雑食性です。

今年も会えるかな
ぜき

―取水堰に立ち寄る野鳥達― コラム
いけきぜ

飯泉取水堰は、渡り鳥たちの中継地でもあります。春や秋に
ぐう ぜん

は普段は見ることの出来ないシギやチドリの仲間に偶然出会う
おと

こともあります。また、年によって小田原を訪れたり来なかっ
たりする野鳥もいます。

ムナグロ ＜旅鳥＞
顔から腹までが真っ黒なチ
ドリの仲間。

ホシハジロ ＜冬鳥＞
他のカモと違って、水にも
ぐってエサを捕る、頭が茶色
いカモ。

キョウジョシギ ＜旅鳥＞
よく目立つ模様から、京都
の女性の着物にたとえられた
京女シギ。

ハマシギ ＜旅鳥＞
ひ がた

目的地である干潟や砂浜で
は、数万羽に及ぶ大群を作る
こともあります。
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ハヤブサ ＜留鳥＞
しま

トビ ＜留鳥＞

ミサゴ ＜留鳥＞
つばさ

翼は濃い茶色で体の下
側の白が目立ちます。主

えさ

に魚を餌として食べます。
ねら

上空から狙いをつけて急
するど つめ と

降下し鋭い爪で魚を捕ら
え、魚をつかんだまま飛
び去ります。

　背中は黒っぽい灰色で、
腹には縞模様があります。
鉄塔の上などで休んでい
て、エサにねらいをつけ
ると、急降下して捕らえ
ます。その際のスピード
は時速400㎞近くにもな
ります。

　全身がこげ茶色の大き
いタカの仲間です。他の
タカと違い、尾を広げた
時に先端が丸くなりませ
ん。ピーヒョロヒョロヒ
ョロと鳴きます。なんで
も食べる雑食性です。

今年も会えるかな
ぜき

―取水堰に立ち寄る野鳥達― コラム
いけきぜ

飯泉取水堰は、渡り鳥たちの中継地でもあります。春や秋に
ぐう ぜん

は普段は見ることの出来ないシギやチドリの仲間に偶然出会う
おと

こともあります。また、年によって小田原を訪れたり来なかっ
たりする野鳥もいます。

ムナグロ ＜旅鳥＞
顔から腹までが真っ黒なチ
ドリの仲間。

ホシハジロ ＜冬鳥＞
他のカモと違って、水にも
ぐってエサを捕る、頭が茶色
いカモ。

キョウジョシギ ＜旅鳥＞
よく目立つ模様から、京都
の女性の着物にたとえられた
京女シギ。

ハマシギ ＜旅鳥＞
ひ がた

目的地である干潟や砂浜で
は、数万羽に及ぶ大群を作る
こともあります。
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市の鳥 コアジサシ コラム

　1995年に小田原市の鳥に選ばれました。毎年、酒匂川中流や
うそいえすかな

下流の中州に集団で営巣をしています。巣は地上にくぼみを作
り、中に小石を敷いただけの簡単なもので、卵やヒナは周りの
小石や砂利と同じ様な色をしていて、見分けがつきにくいです。
多くは４月下旬頃から渡ってきて卵を生み、ヒナを育て、８
月下旬から９月初め頃に南に向かって渡って行きます。今まで
に、酒匂川のコアジサシがオーストラリアの近くのカロリン諸
島まで渡って行っている事実が確認されています。

つばさ

翼はやや灰色をしていますが全身が白っぽく、頭の上から後
くちばし

ろにかけては黒いです。嘴は黄色く先端が黒い色をしています。
さらね

名前のとおり空中で狙いを定めると、アジを刺すように嘴から
えさ と

一気に水中に飛び込んで餌を捕らえます。
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